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｢飛躍に向けた新たなスタートへ！｣

未来を見据えて…未来を見据えて…未来を見据えて…未来を見据えて…未来を見据えて…未来を見据えて…未来を見据えて…未来を見据えて…未来を見据えて…未来を見据えて…未来を見据えて…

（平成23年3月9日　二宮中学校にて撮影）
今年度、二宮町立小中学校から558名が卒業しました。
15面でも卒業式の様子をご紹介しています。

東北地方太平洋沖地震に伴う防災特集…②・③
平成23年予算特集
平成23年度年間イベント情報
プレイバック22年度

………………………④～⑦
………………⑩

…………………⑭ など

町の鳥　ヤマガラ

被災地の救援活動を支援する義援金を次の施設で
受け付けています。広域・甚大な被害が生じた今
回の震災から１日も早く復興できるよう、皆さん
のご協力をお願いします。  ◎役場  ◎ラディアン
◎町民センター  ◎サービスプラザ  ◎町立体育館

義援金
受付中



広報にのみや 平成23年4月10日

可
能
な
ら
ば
職
場
や
学
校
に

留
ま
り
ま
し
ょ
う
。
周
辺
の

避
難
所
の
位
置
な
ど
は
調
べ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
物
資
不
足

　地
震
後
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
か

ら
食
料
品
や
電
池
と
い
っ
た
商

品
が
品
薄
に
な
り
ま
し
た
。

対
策…

懐
中
電
灯
や
防
寒
の
装

備
の
ほ
か
、
最
低
３
日
分
の

食
料
と
水
を
準
備
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

●
安
否
確
認

　地
震
発
生
直
後
、
電
話
が
通

じ
な
く
な
り
ま
し
た
。

対
策…

普
段
か
ら
万
一
の
際
の

避
難
先
を
家
族
で
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　ま
た
、
災
害
用
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
「
１
７
１
」
を
活
用
し

ま
し
ょ
う
。※

町
の
総
合
防

災
訓
練
な
ど
で
、
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
家
具
等
の
転
倒
防
止

　家
の
倒
壊
、
家
具
の
転
倒
で

怪
我
を
し
た
り
、
脱
出
で
き
な

く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

対
策…

家
の
耐
震
の
確
認
や
、

家
具
の
固
定
を
し
ま
し
ょ
う
。

町
で
は
９
月
に
家
屋
の
無
料

相
談
会
が
あ
り
ま
す
。

　二
宮
町
は
、
す
ぐ
に
で
も
起

き
る
可
能
性
が
高
い
東
海
地
震

や
神
奈
川
県
西
部
地
震
の
ほ
か
、

大
き
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
南

関
東
地
震
や
神
縄
・
国
府
津

－

松
田
断
層
帯
地
震
な
ど
、
複
数

の
地
震
源
が
近
く
に
あ
り
、
特

に
気
を
つ
け
な
く
て
は
な
ら
な

い
地
域
の
ひ
と
つ
で
す
。

　災
害
を
回
避
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
が
、
備
え
て
お
く
こ
と

で
被
害
を
最
小
限
に
す
る
こ
と

は
可
能
で
す
。

●
帰
宅
困
難
者

　首
都
圏
を
中
心
に
大
規
模
な

帰
宅
困
難
者
が
発
生
し
ま
し
た
。

対
策…

無
理
に
帰
ろ
う
と
せ
ず
、

　３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
、

日
本
の
観
測
史
上
最
大
と
な
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
を
記

録
し
、
そ
の
烈
震
と
大
津
波
で
２
万
人
を
超
え
る
死
者
・

行
方
不
明
者
を
出
し
ま
し
た
。

　県
内
で
も
交
通
機
関
の
混
乱
な
ど
に
よ
り
、
相
当
数
の

帰
宅
困
難
者
や
物
資
不
足
が
生
じ
ま
し
た
。

　今
後
起
こ
る
大
地
震
に
備
え
、
私
た
ち
は
な
に
を
準
備

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

自
分
の
家
族
の
安
全
は
守
れ
る
か

自
分
の
家
族
の
安
全
は
守
れ
る
か

被
害
が
予
想
さ
れ
る

　
　
　

  

　
　
　
地
震

最
重
要
事
項
は

　
　

  
日
ご
ろ
の
備
え

電力が不足しています。各家庭・
事業所で節電にご協力ください。

　大地震が起きた３月１１日、JR 東海道線
の運行休止などにより、二宮町にも１３１名
の帰宅困難者が発生しました。
　町では急きょ駅前町民会館を解放し、災
害用毛布を貸し出すなどして、緊急避難的
に泊っていただきました。

　後日、帰宅困難者数名からお礼のお便り
をいただきました。

二宮町にも帰宅困難者

日
本
に
激
震
！

日
本
に
激
震
！

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
防
災
特
集

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
防
災
特
集

二宮町消防署職員撮影

広報にのみや 町役場の電話番号 ☎０４６３－７１－３３１１

　近
年
で
は
災
害
出
動
で
活
躍

す
る
陸
上
自
衛
隊
の
ほ
か
、
海

上
自
衛
隊
や
災
害
救
助
犬
な
ど

に
も
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　今
年
度
は
８
月
21
日
（
日
）

に
一
色
小
学
校
を
中
央
会
場
と

し
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。

○
現
場
の
状
況
は
？

　津
波
被
害
に
遭
っ
た
と
こ
ろ

は
一
面
が
れ
き
だ
ら
け
で
し
た
。

　テ
レ
ビ
で
状
況
を
知
っ
て
い

ま
し
た
が
、
実
際
に
い
っ
て
み

る
と
「
現
実
な
ん
だ
」
と
実
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

○
今
回
の
災
害
の
特
徴
は
？

　甚
大
な
津
波
被
害
で
す
。
そ

し
て
そ
の
被
害
が
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

○
活
動
で
苦
労
し
た
点
は
？

　津
波
で
す
べ
て
流
さ
れ
、
ど

こ
に
だ
れ
が
い
る
か
わ
か
ら
な

い
状
況
の
な
か
、
広
大
な
被
災

地
を
人
海
戦
術
で
確
認
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

○
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
？

　非
常
食
は
備
蓄
し
て
い
ま
し

た
が
、
あ
ま
り
に
広
域
の
被
害

の
た
め
、
当
町
で
も
カ
ッ
プ
め

ん
等
が
買
え
ず
主
食
だ
け
の
出

動
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

東
北
自
動
車
道
の
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
で
派
遣
に
感
謝
さ
れ
、
パ

ン
や
ジ
ュ
ー
ス
の
差
し
入
れ
を

い
た
だ
き
、
助
か
り
ま
し
た
。

　こ
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
を
教
訓
に
、
今
年
は
家

庭
で
備
え
、
地
域
や
町
の
防

災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　防
災
安
全
課
防
災
安
全
班

　百合が丘や富士見が丘地区などでは、震災時に
より早く要救助者を救助するため「我が家は大丈
夫」の意味を持つ「黄色いハンカチ」を掲げる訓
練などもしています。この黄色いハンカチを掲げ
てから避難することで、救助するべき家庭を早く
特定し、早く救助活動に入れるのです。

　震
災
後
、
倒
壊
し
た
家
屋
か

ら
の
救
助
や
、
そ
の
後
の
避
難

所
生
活
な
ど
、
も
っ
と
も
重
要

な
の
が
「
地
域
の
連
携
」
で
す
。

●
近
隣
同
士
の
救
助
活
動

　公
の
支
援
が
届
く
ま
で
の
あ

い
だ
、
隣
近
所
で
助
け
合
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　高
齢
者
が
多
い
二
宮
町
は
、

高
齢
者
や
障
害
者
と
い
っ
た
要

援
護
者
を
い
か
に
迅
速
に
助
け

出
す
か
が
重
要
で
す
。

●
地
域
の
防
災
訓
練

　毎
年
各
地
域
で
は
、
防
災
倉

庫
備
品
の
確
認
や
、
器
具
の
使

い
方
の
学
習
な
ど
の
自
主
防
災

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　地
域
の
方
と
顔
見
知
り
に
な

る
機
会
で
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ

積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　町
の
総
合
防
災
訓
練
で
は
、

主
に
地
域
と
町
、関
係
機
関（
警

察
、
郵
便
・
ガ
ス
・
電
力
・
水

道
会
社
な
ど
）
と
の
連
携
を
確

認
す
る
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

自
主
防
災
な
ど
の

  

地
域
の
連
携
が
重
要

地
域
と
町
の
連
携
確
認

　
町
の
総
合
防
災
訓
練

一
人
で
も
多
く
助
け
る
た
め
、
黄

色
い
ハ
ン
カ
チ
を
掲
げ
て
避
難

被災した宮城県仙台市若林区の様子

　町
は
第
１
次
、
第
３
次
派
遣
隊
と
し

て
の
べ
10
日
間
派
遣
し
、
う
ち
第
１
次

神
奈
川
県
隊
は
３
名
を
救
出
し
ま
し
た
。

　実
際
に
出
動
し
た
隊
長
２
名
か
ら
状

況
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

黄色いハンカチ運動黄色いハンカチ運動

町
か
ら
も
13
名
派
遣

町
か
ら
も
13
名
派
遣

県
の
緊
急
消
防
援
助
隊
派
遣
活
動

県
の
緊
急
消
防
援
助
隊
派
遣
活
動
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　歳
入
の
中
で
も
っ
と
も
大
き

な
割
合
を
占
め
る
町
税
は
、
法

人
町
民
税
の
増
を
見
込
み
な
が

ら
も
、
個
人
町
民
税
で
納
税
者

数
の
減
少
が
あ
る
た
め
、
全
体

で
は
前
年
度
比
１
・
９
％
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　国
庫
支
出
金
は
、
子
ど
も
手

当
分
が
増
と
な
る
も
、
昨
年
度

の
（
仮
称
）
風
致
公
園
用
地
取

得
の
補
助
金
が
な
く
な
る
な
ど

29
・
７
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　一
方
で
、
国
か
ら
の
配
分
金

で
あ
る
地
方
交
付
税
は
、
19
・

７
％
の
大
幅
な
増
と
し
ま
し
た
。

　町
債
は
、
吾
妻
山
公
園
再
整

備
事
業
債
、（
仮
称
）
風
致
公

園
整
備
事
業
債
、
災
害
対
応
特

殊
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

購
入
事
業
債
、
臨
時
財
政
対
策

債
の
４
件
で
、
前
年
度
比
約
14

億
円
の
大
幅
な
減
と
し
、
将
来

の
負
担
を
抑
制
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　ま
た
、
基
金
の
取
り
崩
し
も

必
要
最
低
限
の
額
と
し
、
将
来

の
財
政
需
要
に
備
え
ま
し
た
。

　３
月
に
開
催
さ
れ
た
町
議
会
定
例
会
で
、
平
成
23
年
度
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
町
長
は
施
政
方
針
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　「平
成
23
年
度
の
予
算
規
模
は
、（
仮
称
）
風
致
公
園
用
地
の
取
得
と
い
う
特
殊
要

因
が
あ
っ
た
昨
年
度
に
比
べ
大
幅
に
縮
小
し
ま
す
が
、
必
要
な
事
業
は
積
極
的
に
実

施
し
て
い
く
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
方
針
を
踏
襲
し
『
日
帰
り
観
光
地
』
と
し
て
の
地

位
を
定
着
さ
せ
る
た
め
の
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
策

な
ど
に
も
配
慮
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
施
策
形
成
に
努
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。」

※

全
文
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
町
長
の
部
屋
」
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
会
計

歳

　入

平成23年度

予  算
特  集
予  算
特  集

一般会計　財源の内訳

地方譲与税
0.9%

7,000万円
地方消費税交付金

2.9%
2億2,000万円

県支出金
7.1%

5億4,370万5千円

国庫支出金
12.1%

9億2,016万1千円

地方交付税
12.3%

9億4,000万円

繰入金
0.9%

7,047万2千円

繰越金
2.4%

1億8,500万円

当　初　予　算　額
平　成　23　年　度 比　較

会計区分

平成23年度　各会計当初予算額

※老人保健医療特別会計は平成22年度で終了となりました。

国民健康保険
後期高齢者医療
介　護　保　険
下 水 道 事 業

町税
48.4%

36億9,574万8千円

町税
48.4%

36億9,574万8千円

自主財源
58.0%

依存財源
42.0%

その他
6.3%

町債
5.0%

3億8,100万円
その他
1.7%

1億3,300万円

歳入
76億3,500万円

利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金
諸収入

利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金
諸収入

4億7,591万4千円
分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄付金
諸収入

特　別　会　計
一　般　会　計 76億3,500万円

69億6,491万5千円
34億5,508万9千円

5億8,958万円
19億6,056万円

9億5,968万6千円
145億9,991万5千円

52.3%
47.7%
23.7%
4.0%
13.4%
6.6%

100.0%合　　計

伸び率構成比
-20.6%
4.1%
6.5%
7.8%
1.5%
-0.6%
-10.4%

広報にのみや 町役場の電話番号 ☎０４６３－７１－３３１１

今年度予算の傾向
昨年度と比べ、投資
的支出が大きく減少
し義務的支出の割合
が増加しています。
内容としては小児医
療費や子ども手当な
どの扶助費の増が要
因です。

構成比については、小数以下第2位を四捨五入のため、
合計は100％にならない場合があります。

区　分

合　計

23年度予算額 構成比 伸び率
義務的に
支出するもの

38億725万2千円 49.9%

　―

観
光
・
産
業―

　
吾
妻
山
公
園
は
、
平
成
25
年

度
ま
で
の
継
続
事
業
と
し
て
再

整
備
し
、
本
年
度
は
管
理
棟
の

建
て
替
え
お
よ
び
棟
付
近
園
路

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
展
望
台

付
近
の
整
備
を
し
ま
す
。（
仮

称
）
風
致
公
園
は
、
平
成
26
年

度
ま
で
の
継
続
事
業
と
し
て
、

本
年
度
は
土
地
造
成
お
よ
び
排

水
施
設
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
二
宮
町
出
身
の
画
家
・
故
二

見
利
節
氏
の
生
誕
百
年
に
際
し
、

ふ
た
み
記
念
館
を
開
館
し
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
日
帰
り
観
光
拠

点
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ま
た
町

文
化
振
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

も
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
観
光
事
業
と
と
も
に
、
農
業
、

漁
業
お
よ
び
商
業
の
産
業
再
生

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

―

子
育
て
支
援―

　
10
月
か
ら
小
児
医
療
費
助
成

事
業
の
対
象
を
小
学
校
修
了
時

ま
で
に
拡
大
す
る
ほ
か
、
一
時

預
か
り
制
度
の
創
設
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
導

入
で
、
少
子
化
対
策
と
し
て
の

子
育
て
世
代
へ
の
環
境
整
備
を

進
め
ま
す
。

―

そ
の
他―

　
二
宮
小
学
校
の
老
朽
化
対
策

と
し
て
、
大
規
模
改
修
工
事
に

向
け
た
設
計
を
委
託
し
、
災
害

対
応
機
能
付
き
の
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
を
購
入
し
ま
す
。

　
町
に
は
４
つ
の
特
別
会
計
が

あ
り
、
一
般
会
計
と
は
切
り
離

し
て
経
理
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
医
療
費
が
年
々
増
加
し
て
い

る
た
め
、
19
年
度
と
比
較
し
約

14
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
平
成
20
年
度
開
始
の
本
特
別

会
計
は
、
75
歳
以
上
の
方
が
増

え
て
い
る
た
め
、
20
年
度
と
比

較
し
約
21
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

が
増
え
る
な
か
、
介
護
予
防
事

業
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

19
年
度
と
比
較
し
約
17
％
増
加

し
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
枝
線
工
事
に
よ
る
面
整
備
や

維
持
運
営
経
費
が
主
と
な
り
、

19
年
度
と
比
較
し
約
21
％
減
少

し
て
い
ま
す
。

※

老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
は

　
平
成
22
年
度
で
終
了
。

問
い
合
せ

　
企
画
財
政
課
財
務
班

特
別
会
計

7.4%

76億3,500万円 100% -20.6%

人件費・扶助費・公債費
投資的事業
への支出

5億2,464万3千円 6.9% -81.3%
普通建設費や災害復旧費

その他 3３億310万5千円 43.2% 1.5%
その他の経費

予算額推移（円）

H23は前年比6.5%の増

30億2,700万
32億4,400万
31億7,400万
32億4,400万

34億5,508万9千

議会費　1.6%
1億1,957万8千円

総務費　15.6%
11億8,899万6千円

衛生費　11.6%　8億8,276万1千円
農林水産業費　0.9%
6,763万4千円

商工費　1.2%
8,996万2千円

土木費
12.1%

9億2,606万円

消防費
5.6%

4億2,442万円

教育費　10.3%
7億8,556万8千円

その他　8.3%
6億3,554万9千円

民生費　32.9%
25億1,447万2千円

歳　出
76億3,500万円

一般会計　歳出の内訳

予算額推移（円）

H23は前年比1.5%の増

16億7,012万6千
17億5,329万1千
18億9,935万7千
19億3,229万5千
19億6,056万

予算額推移（円）

H23は前年比0.6%の減

12億1,800万
13億4,293万4千
9億8,502万5千
9億6,501万9千
9億5,968万6千

予算額推移（円）年度

H23は前年比7.8％の増

なし
4億8,923万1千
5億4,419万2千
5億4,705万3千
5億8,958万

19
20
21
22
23

年度
19
20
21
22
23

歳
出（
主
な
事
業
）

年度
19
20
21
22
23

年度
19
20
21
22
23



6広報にのみや 平成23年4月10日コミュニティバスに乗って
生活の足を守ろう！！

町
を
支
え
る
産
業
の
活
性
化

観
光
振
興
対
策
事
業…

観
光

協
会
補
助
金
な
ど
（
１
４
５

５
万
８
千
円
）

特
産
物
普
及
奨
励
事
業
（
66

万
５
千
円
）

水
産
振
興
事
業
（
78
万
７
千

円
）

美
し
い
自
然
環
境
保
全

吾
妻
山
公
園
再
整
備
事
業

（
５
４
０
０
万
円
）

（
仮
称
）
風
致
公
園
整
備
事

業
（
６
２
５
０
万
円
）

ご
み
減
量
化
・
再
利
用
事
業

（
１
６
４
２
万
９
千
円
）

ご
み
処
理
広
域
化
推
進
事
業

（
１
９
８
万
円
）

地
域
基
盤
の
整
備

町
道
27
・
２
７
２
号
線
の
整

備
（
４
０
９
０
万
７
千
円
）

交
通
計
画
策
定
推
進
事
業

（
１
７
６
万
円
）

若
い
人
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、

子
育
て
で
き
る
環
境
整
備

子
育
て
支
援
ふ
れ
あ
い
ト
ー

ク
の
充
実
、
子
育
て
支
援
事

業…

一
時
預
か
り
及
び
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
実
施（
６
３
６
万
１
千
円
）

子
ど
も
手
当
支
給
事
業…

３

歳
未
満
児
へ
の
支
給
額
増

（
５
億
７
１
４
８
万
３
千
円
）

小
児
医
療
費
助
成
事
業…

小

学
６
年
生
ま
で
の
対
象
年
齢

拡
大（
７
４
７
４
万
６
千
円
）

い
く
つ
に
な
っ
て
も
現
役
で

い
る
た
め
の
支
援
の
整
備

高
齢
者
団
体
育
成
経
費
（
８

６
５
万
９
千
円
）

安
心
し
て
老
後
を
暮
ら
す
た

め
の
整
備

高
齢
者
緊
急
時
対
応
経
費

（
１
１
８
万
５
千
円
）

在
宅
高
齢
者
生
活
支
援
事
業

（
１
０
５
４
万
６
千
円
）

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費

給
付
事
業
（
１
億
１
５
７
８

万
１
千
円
）

い
ざ
災
害
が
起
き
た
時
に
困

ら
な
い
体
制
づ
く
り

防
災
対
策
経
費
（
79
万
７
千

円
）

防
災
訓
練
・
自
主
防
災
組
織

育
成
事
業
（
60
万
円
）

情
報
発
信
の
充
実
と
町
民
と

の
対
話
の
推
進

町
民
と
の
対
話
の
推
進
、
町

民
へ
の
情
報
発
信
の
充
実

（
７
６
２
万
円
）

広
域
連
携
の
推
進

広
域
行
政
推
進
事
業
（
７
万

３
千
円
）

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

百
合
が
丘
第
２
公
会
堂
建
設

事
業
（
４
６
０
０
万
円
）

防
災
・
災
害
対
策

第
３
分
団
詰
所
の
整
備
（
９

２
７
万
１
千
円
）

災
害
対
応
特
殊
水
槽
付
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入
（
４

７
３
０
万
円
）

保
健
・
福
祉

子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業
（
２
５
１
６
万
９
千

円
）

社
会
福
祉
協
議
会
の
移
転
・

充
実（
１
７
２
８
万
１
千
円
）

教
育
・
文
化

ふ
た
み
記
念
館
の
開
館
準
備

及
び
管
理
運
営
（
１
５
６
３

万
４
千
円
）

二
宮
小
学
校
教
育
施
設
整
備

事
業（
１
７
４
０
万
６
千
円
）

雇
用
対
策

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基

金
事
業
（
２
５
２
０
万
７
千

円
）

緊
急
雇
用
創
出
事
業
（
２
５

１
７
万
９
千
円
）

問
い
合
せ

　企
画
財
政
課
財
務
班

　町
が
目
指
す
「
未
来
に
夢
が
持
て
る
足
腰
の
強
い

存
在
感
の
あ
る
ま
ち
」
に
向
け
、
本
年
度
特
に
重
点

的
に
取
り
組
む
、
３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
そ

の
他
の
主
要
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

町
の
基
盤
再
生

　
　

  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

町
の
体
制
づ
く
り

　
　

  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

そ
の
他
の
主
要
事
業

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　

  

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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①
一
時
保
育
を
拡
充

　今
ま
で
行
っ
て
い
た
、
病
気

や
事
故
な
ど
、
緊
急
で
や
む
を

得
な
い
場
合
の
み
預
か
る
緊
急

一
時
保
育
を
拡
充
し
、
子
育
て

パ
パ
・
マ
マ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

に
も
活
用
で
き
る
一
時
保
育
を

百
合
が
丘
保
育
園
内
で
実
施
し

ま
す
。（
10
月
ス
タ
ー
ト
）

②
小
児
医
療
費
助
成
を
拡
充

　子
ど
も
の
通
院
に
か
か
る
医

療
費
の
助
成
対
象
を
小
学
６
年

生
ま
で
拡
充
し
ま
す
。

　こ
れ
に
よ
り
、
子
育
て
家
庭

の
経
済
的
負
担
を
軽
く
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
の
健
康
保
持

へ
の
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
10
月
ス
タ
ー
ト
）

③
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

　セ
ン
タ
ー
の
開
設

　子
ど
も
を
預
け
た
い
人
と
子

ど
も
を
預
か
っ
て
も
よ
い
人
と

の
仲
介
を
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
を
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
実

施
し
ま
す
。（
10
月
ス
タ
ー
ト
）

①
二
宮
ブ
ラ
ン
ド
の
委
託

　町
の
経
済
再
生
の
切
り
札

「
二
宮
ブ
ラ
ン
ド
」
の
販
路
開

拓
や
Ｐ
Ｒ
を
よ
り
強
力
に
進
め

る
た
め
、
事
業
を
町
商
工
会
に

委
託
し
ま
す
。

　こ
れ
に
よ
り
、
よ
り
専
門
的

な
視
点
か
ら
事
業
を
拡
大
・
促

進
を
目
指
し
ま
す
。

②
吾
妻
山
公
園
整
備

　町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
「
吾
妻

山
公
園
」
を
よ
り
多
く
の
方
に

親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
再
整

備
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　23
年
度
は
管
理
棟
の
建
て
替

え
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

①
災
害
対
応
ポ
ン
プ
車
購
入

　水
の
な
い
場
所
で
も
消
火
活

動
が
で
き
る
「
災
害
対
応
特
殊

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
」

を
配
備
し
ま
す
。

　平
成
18
年
に
配
備
し
た
救
助

工
作
車
と
合
わ
せ
、
よ
り
多
様

な
災
害
に
対
応
で
き
る
体
制
に

な
り
ま
す
。

②
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置

　現
在
、
台
風
や
高
潮
を
警
戒

す
る
た
め
、
梅
沢
海
岸
に
監
視

カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　今
年
度
は
、
河
川
の
状
況
な

ど
を
監
視
し
、
即
応
で
き
る
よ

う
、
氾
濫
し
や
す
い
箇
所
に
監

視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
。

③
第
３
分
団
詰
所
移
転

　町
の
防
災
の
一
翼
を
担
う
消

防
団
詰
所
の
う
ち
、
狭
小
地
に

あ
っ
た
第
３
分
団
詰
所
を
移
転

す
る
た
め
、
用
地
の
購
入
と
実

施
設
計
を
た
て
ま
す
。

①
町
道
27
号
線
の
開
通

　釜
野
地
区
か
ら
駅
北
口
に
通

じ
る
町
道
27
号
線
は
、
時
間
帯

に
よ
り
一
方
通
行
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　今
年
度
中
に
拡
幅
改
良
・
歩

道
設
置
工
事
を
完
成
さ
せ
、
一

方
通
行
を
解
除
す
る
予
定
で
す
。

②
駅
周
辺
の
交
通
を
検
討

　特
に
雨
天
時
の
通
勤
通
学
時

間
帯
は
、
駅
周
辺
が
大
変
混
雑

し
ま
す
。

　こ
の
駅
周
辺
の
交
通
環
境
や

北
口
駅
前
広
場
の
整
備
な
ど
を
、

町
全
体
の
交
通
体
系
と
と
も
に

見
直
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　企
画
財
政
課
企
画
調
整
班

子
育
て
支
援

23
年
度
の
政
策

町
の
主
要
事
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

観
光
・
産
業

安
全
安
心

駅
周
辺
の
交
通

最新機材を装備した救助工作車

通勤通学時間帯は混雑する駅北口

昨年度中に整備された公園内のトイレ
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総
合
計
画
と
は

　平
成
25
年
か
ら
10
年
間
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
計
画

で
す
。

　こ
の
計
画
の
な
か
で
町
が
目

指
す
将
来
像
を
描
き
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
施
策
・
事
業
が
展

開
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　新
た
な
時
代
に
対
応
し
、
生

活
に
即
し
た
計
画
と
な
る
よ
う
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
成

し
て
い
き
ま
す
。

　計
画
策
定
段
階
か
ら
自
由
に

意
見
を
出
し
合
い
、
提
案
を
ま

と
め
あ
げ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
分

野
別
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

委
員
の
皆
さ
ん
と
職
員
が
意
見

を
出
し
合
い
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
ま
す
。（
12
月
ま
で
複
数

回
の
開
催
を
予
定
。）

◆
７
つ
の
分
野

・
都
市
基
盤

・
ま
ち
の
活
性
化
・
経
済

・
歴
史
・
文
化
・
自
然

・
環
境

・
健
康
・
福
祉

・
子
育
て
・
教
育

・
防
災
・
安
全

◆
応
募
資
格

　町
内
在
住
で
平
成
23
年
４
月

１
日
現
在
20
歳
以
上
の
方

◆
応
募
方
法

　役
場
２
階
企
画
財
政
課
窓
口

お
よ
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
応
募
用
紙
に
、
希
望
分
野
や

応
募
理
由
な
ど
の
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
応
募
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
町
内
在
住
者
の
な
か

か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
方
へ
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
委
員
の
募
集

案
内
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
届

い
た
方
は
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

◆
募
集
期
間

　４
月
11
日（
月
）〜
28
日（
木
）

（
当
日
消
印
有
効
）

※

提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※

報
酬
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　企
画
財
政
課
企
画
調
整
班

　〒
２
５
９

－

０
１
９
６

（
特
定
郵
便
の
た
め
住
所
不
要
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
３

－

０
１
３
４

kikaku@
tow
n.ninom

iya.ka
nagaw

a.jp

◆
企
画
調
整
班
（
４
名
）

・
総
合
計
画
の
策
定
及
び
進
行

管
理

・
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

・
広
域
行
政

　
　
　
　な
ど

　現
在
、
総
合
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
ど
の
業
務

に
お
い
て
も
、立
案
（PLA

N

）

―

実
施（D

O

）―

評
価（CH

ECK

）

―

改
善
（A

CTION

）
のPDCA

サ
イ
ク
ル
が
大
切
で
す
。

　総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

じ
て
分
野
ご
と
に
皆
さ
ん
と
計

画
を
策
定
し
ま
す
が
、
さ
ら
に

意
見
募
集
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

◆
広
報
統
計
班
（
４
名
）

・
広
報
紙
等
の
編
集
、
発
行

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
、

運
用

・
統
計
調
査

　
　
　
　な
ど

　正
確
な
情
報
を
伝
え
る
広
報

業
務
、
意
見
や
提
案
を
受
け
、

町
政
の
運
営
や
施
策
の
検
討
に

生
か
す
広
聴
業
務
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　統
計
業
務
で
は
、
昨
年
10
月

に
実
施
さ
れ
た
、
国
勢
調
査
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
速
報
値
で

は
、
人
口
２
万
９
千
５
２
４
人

と
５
年
前
に
比
べ
７
２
３
人
減

少
し
ま
し
た
。

◆
財
務
班
（
４
名
）

・
予
算
編
成
、
執
行
管
理

・
財
政
計
画

・
工
事
等
の
入
札

　
　な
ど

　本
年
度
予
算
は
、
議
会
に
お

い
て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、

本
紙
掲
載
の
と
お
り
、
各
種
事

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　今
後
も
健
全
財
政
を
維
持
す

る
と
と
も
に
財
政
状
況
を
公
表

し
、
必
要
な
事
業
は
積
極
的
に

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
骨
格
と
な
る
総
合
計
画
。

　こ
の
総
合
計
画
が
よ
り
具
体
的
で
実
効
性
の
あ
る
も

の
と
な
る
よ
う
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
策
定
作
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　何
課
が
ど
の
よ
う
な
仕

事
を
し
て
い
る
の
か
、
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

　ま
ず
は
、
新
体
制
の
企

画
財
政
課
か
ら
で
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　

 

委
員
の
募
集

町
の
将
来
を
描
く

「
各
課
の
仕
事
紹
介
」

「
各
課
の
仕
事
紹
介
」

皆
さ
ん
と
と
も
に
次
期
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す

連載企
画
財
政
課
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問
い
合
わ
せ

　企
画
財
政
課
広
報
統
計
班

○
な
ぜ
移
行
す
る
の
？

　通
信
や
放
送
な
ど
に
使
え
る

電
波
は
無
限
で
は
な
く
、
あ
る

一
定
の
周
波
数
に
限
ら
れ
ま
す
。

　デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
移
行
し
て

ア
ナ
ロ
グ
放
送
を
終
了
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
空
い
た
周
波
数

を
他
の
用
途
で
有
効
に
利
用
で

き
ま
す
。

○
他
の
国
で
は
ど
う
な
の
？

　地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
１

９
９
８
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
最
初

に
開
始
さ
れ
、
現
在
で
は
ア
メ

リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、

韓
国
、
中
国
な
ど
、
世
界
の
40

以
上
の
国
と
地
域
で
放
送
さ
れ

て
い
ま
す
。

○
見
る
た
め
に
は
何
が
必
要
？

　地
デ
ジ
対
応
受
信
機
と
Ｕ
Ｈ
Ｆ

ア
ン
テ
ナ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　受
信
機
は
、
地
デ
ジ
対
応
テ

レ
ビ
に
取
り
替
え
る
か
、
現
在

ご
使
用
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に

地
デ
ジ
対
応
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
取

り
つ
け
る
方
法
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

※

集
合
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方

で
、
共
同
ア
ン
テ
ナ
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方
は
、
建
物
の

管
理
者
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①
字
幕
放
送
が
楽
し
め
ま
す
。

　ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
場
合
は
特

別
な
ア
ダ
プ
タ
ー
が
必
要
で
し

た
が
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
は
、

受
信
機
の
標
準
機
能
と
し
て
字

幕
放
送
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、

番
組
に
よ
っ
て
は
生
放
送
も
字

幕
付
き
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

②
い
つ
で
も
ニ
ュ
ー
ス
や
天
気

予
報
な
ど
の
情
報
が
見
ら
れ
ま
す
。

　地
デ
ジ
の
デ
ー
タ
放
送
は
リ

モ
コ
ン
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
、

ニ
ュ
ー
ス
、
気
象
情
報
や
交
通

情
報
な
ど
、
暮
ら
し
に
役
立
つ

便
利
な
情
報
を
い
つ
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
デ
ジ

タ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
や
、

ド
ラ
マ
な
ど
の
筋
書
き
を
音
声

で
紹
介
す
る
解
説
放
送
、
ク
イ

ズ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
番
組
へ

の
参
加
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　企
画
財
政
課
広
報
統
計
班

役
場
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た

役
場
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た

地
デ
ジ
の
準
備
は

地
デ
ジ
の
準
備
は

7
月
24
日
ま
で
に
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
ま
す
。

7
月
24
日
ま
で
に
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
ま
す
。

大
丈
夫
！？

大
丈
夫
！？

　二
宮
町
で
は
４
月
１
日
、
組
織
の
一
部
を
見
直
し
ま
し
た
。

今
回
の
見
直
し
で
は
、
時
代
の
流
れ
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

対
応
す
る
た
め
、
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
で
効
率
的
な
体
制
を

整
え
、
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　設
備
状
況
を
確
認
し
て
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
完
全

移
行
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

４月１日から

　これまでの企画室を政策部とし、企画部門と財政部門を統合します。
また、環境部生活環境課を町民生活部へ移行します。
　そのほかに、高齢障がい課地域包括支援センター班を高齢者支援班に
名称変更します。

総務課
財政課
公共施設課
税務課
町民課
防災安全課
生活環境課

企画室
総務部

町民生活部

環境部

企画財政課
総務課
公共施設課
税務課

町民課
防災安全課
生活環境課

政策部
総務部

町民生活部

3月31日まで4月1日から

変　更　点

地
デ
ジ
で
何
が
変
わ
る
の
？

どうすればいいか分からない！！…という方は
　戸
別
訪
問
や
受
信
相

談
な
ど
の
支
援
が
受
け

ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

デジサポ神奈川
（総務省神奈川県テレビ
 受信者支援センター）
☎045-345-0110
※平　日　9:00 ～ 21:00
   土日祝　9:00 ～ 18:00
　http://digisuppo.jp/

再確認
！！
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平成２３年度　年間イベント情報

第8回図書館リサイクル市

歯の健康フェスタ

二宮中学校汐鳴祭（体育の部）

二宮西中学校 体育祭

にのみや環境フォーラム

第2回二宮町議会定例会

地域間交流(長野県高山村から来町)

第37回子ども会野外研修

少年少女ソフトバレーボール大会

農業委員会委員選挙

ガラスのうさぎ像平和と友情のつどい

地域間交流(長野県高山村へ訪問)

中学生交流洋上体験研修

総合防災訓練

敬老のつどい

第3回二宮町議会定例会

5月

12月

7月

11月

6月

28日（土）

中旬

4日（土）

5日（日）

5日（日）

5日（日）

上旬

2日（土）

上旬

5日（金）

21日（日）

29日（木）

上旬

21日（土）、
22日（日）

1月上旬
～2月上旬

14日（金）
～30日（日）
14日（金）
～16日（日）

8日（水）
～12日（日）

23日（土）
～25日（月）

6日（土）
～8日（月）
9日（火）
～11日（木）

30日（土）、
31日(日)

8月

9月

湘南にのみや
海岸530キャンペーン
戦没者を追悼し、
平和を祈念する集い
二宮小学校運動会
一色小学校運動会

二宮中学校汐鳴祭（文化の部）
二宮西中学校秋麗祭

体育祭

山西小学校運動会

第54回二宮町文化祭

第1回湘南二宮音楽祭

子ども会レクリエーション大会

民俗芸能のつどい

ふたみ記念館開館

湘南国際マラソン

第39回二宮町農林水産まつり

湘南にのみやふるさとまつり

ふれあい福祉大会

消費者のつどい

二宮町・町内一周継走大会

第4回二宮町議会定例会

新春のつどい

消防出初式

成人祝賀会

第13回吾妻さんよさこいパレード

吾妻山菜の花ウォッチング

第1回二宮町議会定例会

町立小学校卒業式

消防団入退団式

町立中学校卒業式

※日時は変更になる
　場合があります。
※町ホームページでも
　掲載しています。

10月

2日(日)

8日（土）

15日（土）

16日（日）

23日（日）

29日（土）

3日（木）

6日(日)

下旬

3日（土）

11日(日)

上旬

5日（木）

8日（日）

9日（月）

15日(日)

下旬

19日（月）

31日（土）

中旬

1月

2月

3月

催　　し日　　時催　　し日　　時
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※地図は概略です。施工前に地区回覧等で詳細をお知らせします。

　昨
年
度
ま
で
の
整
備
で
、
町

の
約
８
割
の
世
帯
が
公
共
下
水

道
に
接
続
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。　地

域
全
体
の
環
境
衛
生
を
向

上
す
る
に
は
、
ご
家
庭
や
事
業

所
の
方
に
よ
る
早
期
接
続
が
大

切
で
す
。

　接
続
工
事
は
、
町
に
登
録
し

て
い
る
工
事
店
（
排
水
設
備
指

定
工
事
店
）
に
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
町
で
工
事
店
を
斡
旋
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　お
知
り
合
い
か
ら
紹
介
を
受

け
た
り
、
複
数
の
工
事
店
か
ら

見
積
も
り
を
取
っ
た
り
す
る
な

ど
し
て
選
び
ま
し
ょ
う
。

　公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
と
、

浄
化
槽
に
か
か
る
定
期
的
な
点

検
・
清
掃
・
く
み
取
り
費
用
は

な
く
な
り
ま
す
。

　接
続
後
は
、
下
水
道
施
設
を

維
持
す
る
た
め
の
下
水
道
使
用

料
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

※

水
道
使
用
量
を
基
に
算
定
。

地
下
水
使
用
の
場
合
は
、
別

途
規
定
あ
り
。

　　今
年
度
の
下
水
道
工
事
は
下

図
の
地
域
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

　工
事
の
詳
細
は
、
別
途
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　工
事
実
施
区
域
に
は
、
整
備

費
の
一
部
を
受
益
者
負
担
金
と

し
て
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

原
則
、
施
工
年
の
一
回
限
り
。

土
地
面
積×
４
５
０
円
／
㎡
。

　今
年
度
負
担
金
の
対
象
と
な

る
土
地
の
所
有
者
に
は
、
４
月

下
旬
に
「
下
水
道
事
業
受
益
者

申
告
書
」
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

納
付
書
は
６
月
上
旬
に
郵
送
す

る
予
定
で
す
。

　支
払
い
方
法
は
分
割
納
付
と

報
奨
金
相
当
額
が
差
し
引
か
れ

る
一
括
納
付
が
あ
り
ま
す
。

※

詳
し
い
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　下
水
道
課
業
務
班
・
工
務
班

公
共
下
水
道
へ

　
　

 

早
め
の
接
続
を

使
用
料
の
支
払
い
は

  

水
道
料
金
と
一
括
納
付

工
事
と
負
担
金
に

　
　

 

ご
理
解
ご
協
力
を

　安
全
・
安
心
で
、
生
活
環
境
に
も
自
然
環
境
に
も
優
し

い
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
町
で
は
下
水
道
の
整
備
と
接
続

促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
も
一
緒
に
水
環
境
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
！

み
ん
な
で
支
え
る

水
環
境

二
宮
郵
便
局

二宮町役場

一色小学校

県立二宮高等学校

東海道
新幹線

二宮町消防署

小田原
厚木道

路

凡　　例
供用開始済

平成23年4月供用開始

平成23年度工事予定区域

あ
っ
せ
ん



出
火
！

出
火
！

主
治
医
が
い
ま
す
か
？

主
治
医
が
い
ま
す
か
？
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出
火
の
原
因
は
ス
プ
レ
ー
缶
！

　収
集
車
が
「
金
属
・
空
き
缶

類
」
の
収
集
中
、
ご
み
を
収
集

車
に
入
れ
た
際
に
、「
ボ
ン
！
」

と
い
う
爆
発
音
と
と
も
に
出
火

し
ま
し
た
。

　幸
い
、
直
ち
に
消
火
活
動
を

し
た
の
で
、
人
的
・
物
的
被
害

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　近
隣
自
治
体
に
お
い
て
も
、

同
様
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
が
、
二
宮
町
で
も
初
め
て
の

事
故
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　生
活
環
境
課
生
活
環
境
班

ス
プ
レ
ー
缶
の
危
険
性

　ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
は
、
そ
の

ま
ま
出
す
と
収
集
車
の
中
で
爆

発
・
引
火
し
、
大
事
故
に
繋
が

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
寒
い
時
期
は
カ
セ
ッ

ト
コ
ン
ロ
用
の
ボ
ン
ベ
も
多
用

さ
れ
る
時
期
で
す
。
次
の
よ
う

な
方
法
で
出
す
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
等
の
出
し
方
は
？

①
中
身
を
使
い
切
る
。

②
穴
を
開
け
る
。

③「
金
属
・
空
き
缶
類
」
の
収

集
日
に
出
す
。

※

穴
を
開
け
る
際
は
、
火
の
気

の
な
い
屋
外
で
十
分
に
気
を

つ
け
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ラ
イ
タ
ー
の
出
し
方

　使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
に
も
可

燃
性
ガ
ス
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　必
ず
使
い
切
っ
て
か
ら
「
そ

の
他
」（
年
４
回
）
の
日
に
袋

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　主
治
医
と
は
、「
自
分
の
体

を
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
医

師
」
の
こ
と
で
す
。

　急
病
な
ど
、
と
っ
さ
の
際
に

は
、
誰
も
が
慌
て
て
し
ま
い
ま

す
が
、
そ
ん
な
時
に
も
日
ご
ろ

か
ら
相
談
し
て
い
る「
主
治
医
」

が
い
る
と
安
心
で
す
。

　総
合
病
院
で
専
門
医
な
ど
に

特
定
の
疾
病
を
診
て
も
ら
っ
て

い
る
場
合
で
も
身
近
に
主
治
医

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
介
護
保
険
を
申
請
す

る
場
合
に
も
要
介
護（
要
支
援
）

認
定
に
は
、
主
治
医
に
よ
る
意

見
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

Ｑ

　主
治
医
を
探
す
に
は
？

Ａ

　風
邪
を
ひ
い
た
時
な
ど
に

診
て
も
ら
う
医
師
な
ど
、
自

宅
付
近
で
探
す
の
が
良
い
で

し
ょ
う
。

Ｑ

　診
療
所
で
よ
い
の
？

Ａ

　過
去
に
か
か
っ
た
病
気
や

服
用
中
の
薬
な
ど
、
普
段
か

ら
相
談
を
し
て
い
れ
ば
最
適

な
診
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

専
門
的
な
医
療
が
必
要
に
な

れ
ば
適
切
な
医
療
機
関
を
紹

介
し
て
く
れ
ま
す
。

Ｑ

　ど
ん
な
相
談
が
で
き
る
の
？

Ａ

　病
気
の
治
療
だ
け
で
な
く
、

生
活
習
慣
改
善
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
健
康
診
査
結
果
に
つ
い

て
も
相
談
で
き
ま
す
。

　
　「主
治
医
」
は
、
あ
な
た

の
病
気
の
予
防
や
健
康
管
理

に
親
身
に
な
っ
て
く
れ
る
存

在
な
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　保
険
予
防
課
健
康
づ
く
り
班

ご
み
収
集
車
か
ら

ご
み
収
集
車
か
ら

資源ごみの売却価格と処理費用
※（　）内は前月比

可燃ごみの処理費用
目指せ！今年度目標40％

２月分 処理量

古紙・布類

空きビン

金 属 類

樹脂類①②③

合 計

126,760㎏

16,960㎏

19,240㎏

47,690㎏

210,650㎏

（-28,380㎏）

（-5,680㎏）

（1,640㎏）

（-10,250㎏）

（-42,670㎏）

処理費用

2,874,294円
（-482,622）円

売却価格

1,335,098円
（-271,904）円

処理量 処理費用

2月分 361,810㎏
（-64,950㎏）

13,410,879円
（-2,406,099円）

累計処理量と削減率（18年度同期比）

H22.4月～2月

H18.4月～2月

4,767,760㎏

6,190,774㎏
－23.0％

他自治体の事例から



累計
（1月～2月）
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空 き 巣 等
出店荒し等
ひったくり
車 上 狙 い
自転車盗等
そ の 他
合 計

2月
0
0
0
0
6
11
17

0
0
0
2
9
18
29

計画停電に注意しましょう
　電力不足にともない、各地で計
画停電が実施されています。
　計画停電中は信号機などが止
まる可能性もあるので、外出する
際は気をつけましょう。

大磯警察署☎７２－０１１０

大磯警察署だより
≪義援金詐欺に注意！≫

　東北地方太平洋沖地震にと
もない、実在する企業や募金団
体などを名乗り、義援金をだま
し取ろうとする電話などが確認
されています。
　職員等が直接電話したり、
メールを送ったりすることはあ
りません。
　義援金を送る際は企業や団
体をしっかり確認し、だまされ
ないようにしましょう。

町の人口（平成23年3月1日現在）
総 数
世帯数

29,483人
11,380世帯

（－28）
（　02）

（ ）内は前月比。
※平成22年国勢調査速報値を基礎数値にしています。
※速報値では男女別人口が公表されていません。
※切り替えに伴い、先月の公表値と増減が合いません。

二宮町に35年ぶりの全国町村会優良町村表彰

　二宮中学校と二宮西中学校の生徒
が、東北関東大震災の救援活動を支援
するため、独自に集めた義援金を坂本
町長に手渡しました。
　生徒たちは「私たちも帰宅困難にな
りました。被災地のために、今後も私
たちができる事をやっていきたいで
す。」とコメントしました。

中
学
生
が
義
援
金
を
寄
付

14
年
か
ら
は
町
体
指
委
会
長
と
し

て
も
活
躍
さ
れ
た
木
村
さ
ん

　木村道明さん（釜野在住）に県体育
指導委員連合会表彰が贈られました。
　木村さんは平成4年から9期18年と
いう長期にわたり体育指導委員とし
て、地域および町のスポーツ振興のた
めに活動されました。
　今回の表彰はその長年にわたる功
績が認められたものです。

　今年1月、全国町村会定期総会で二宮町
が「優良町村」として表彰されました。
　今回の表彰で全国941町村中、51町村が
表彰され、二宮町の受賞は昭和51年以来
35年ぶりです。町のために尽力いただい
た町民の皆さんの賜と感謝申しあげます。

木
村
さ
ん
に
県
体
育
指
導
委
員
表
彰

【部長級】（　）内は旧所属
◆政策部長（政策担当参事）
佐久間良輔　◆総務部長
（総務部長兼環境部長）野
谷和雄　◆町民生活部長
（保険予防課長）石井博司
◆都市経済部長（経済課長）
渡辺康司　◆議会事務局長
（教育総務課長）大野勝人
◆消防長（消防署長）加藤
義則

　総務課庶務人事班

二  宮  町
人事異動
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プレイバック　平成２２年度プレイバック　平成２２年度
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消防団新入団員訓練消防団新入団員訓練

昨年度実施した事業を写真で振り返ってみました！昨年度実施した事業を写真で振り返ってみました！

　平成 22 年 4 月
に 13 名の新入団
員が入団し、早速
訓練を開始しまし
た。消防団は町を
災害から守るため、
活動しています。

二宮中野球部県大会３位二宮中野球部県大会３位
　二宮中学校野球
部が県大会でベス
ト 3に入賞。この
成績は平成に入り
初めての快挙で、
全員野球でつかん
だ見事な結果です。

栄通り子育てサロン栄通り子育てサロン
　5 月 7 日、駅南
口栄通り商店街に
子育てサロンが完
成。百合が丘子育
てサロンより広く、
すぐ目の前を電車
が通過します。

体　育　祭体　育　祭
　毎年恒例の町民
体育祭が開催され、
地域の声援を受け
た選手らによる熱
戦が繰り広げられ
ました。

漁　業　塾漁　業　塾
　町の漁業を再生
するため、担い手
を育成する漁業塾
が開催されました。
現職の漁師からの
指導に、のべ17名
が参加しました。

地場産品の展示販売地場産品の展示販売
　菜の花ウォッチ
ングに合わせた当
イベントは、吾妻
山公園帰りの観光
客でにぎわい、和
やかで良い雰囲気
でした。

総合防災訓練第１部総合防災訓練第１部
　二宮町初となる
帰宅困難者の海上
輸送をはじめ、町
レスキューによる
救助救出など大規
模な訓練を実施し
ました。

出　初　式出　初　式
　町消防隊、消防
団が一堂に会する
出初式が開催され、
はしご乗り演技や
山西小学校音楽委
員会による演奏な
どもありました。
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　今年3月、二宮中学校と二宮西中学校から276名
が卒業しました。さまざまな思いを胸に新たなス
タートを切る卒業生を取材しました。

二
宮
中
学
校
の
卒
業
生
代
表

桜
井
さ
ん
の
答
辞

二
宮
西
中
学
校
の
卒
業
生

代
表
河
村
さ
ん
の
答
辞

退場では男女ともに涙目の
卒業生が目立ちました。

両校とも卒業生から歌の
プレゼント。ハンカチを
手にすすり泣きながらも、
懸命に歌う姿も。
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16

　
い
ず
れ
も
力
作
揃
い
の
作
品
が

目
立
ち
、
応
募
作
品
は
地
元
の
二

宮
を
は
じ
め
県
内
の
市
町
村
や
、

県
外
で
は
兵
庫
県
や
東
京
都
な
ど

か
ら
も
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
桜
の
名
所
吾
妻
山
や
梅
雨
時
の

花
、
菖
蒲
の
名
所
な
ど
再
発
見
し

た
情
景
を
巧
み
に
作
品
に
し
た
の

が
新
鮮
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

講
評

　
江
嶋
隆
さ
ん
（
審
査
委
員

　
長
・
日
本
写
真
作
家
協
会
）

※

入
賞
作
品
は
観
光
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　16
回
目
を
迎
え
た「
に
の
み
や
観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
」は
２
８
５
点
、

今
回
か
ら
同
時
開
催
の
「
携
帯
フ
ォ
ト
コ
ン
」
は
29
点
の
応
募
を

い
た
だ
き
、
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

に
の
み
や
観
光

　
　

  

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

に
の
み
や
観
光

　
　

  

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

携帯フォトコンテスト入賞作品携帯フォトコンテスト入賞作品

そのほか入賞作品そのほか入賞作品

第16回

特選春  平野隆さんの作品
「小さなカメラマン」

推薦　野川礼一さんの作品「薄暮のみそぎ祭り」

特選夏  二見博さんの作品
「真夏のシラス干し」

特選秋  石井清一さんの作品
「夏の公園を彩る」

特選冬  本間浩一さんの作品
「梅日和」

推薦  鏑木一夫さん

特選  鏑木一夫さん特選  吉田夏美さん

玉置　正
岩田　浩一
菅原　美子
野村　涼子
峯尾　壮
平野　昌子
吉崎　力
松島　平八郎

元気はつらつ
春の遠足
夏の海辺に遊ぶ
海の朝市
秋のせせらぎ公園にて
晩秋
ビューポイント
早春の富士②

準特選

春

夏

秋

冬

し
ょ
う  

ぶ

二
宮
町
企
画
財
政
課


